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1．　 は じめに

　 本稿の ね らい は， カ リキ ュ ラ ム の 時間配分を社会経済の マ ク P 指標に よ っ て 説明す

る こ とに ある 。 すなわ ち ， カ リキ ュ ラ ム の 時間配分は
， 経済水 準 ， 政治体制 ， 民族的

要 因に よ っ て どの 程度 ま で 説明可能か ，

一定 の 経済水 準， 政治体制を もつ 国家は 義務

教育段階 の カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に お い て な ん らか の 共通性が存在す る の で は な い

か ， とい う問題を 実証的に 解明す る こ とで ある 。
こ の よ うな カ リキ

ュ ラ ム の 時間配分

に 関わ る課 題を設定 した の は ， 主 に 三 つ の理 由に よ る 。

　第
一

の理 由は ， カ リキ ュ ラ ム の社会学的研究に お け る国際比較研究の 有 効 性 に あ

る 。 知識の 統制 と政治権力の 問題は ， 「新 しい 」教育社会学 の 重要な課題 の 一
つ とさ

れ て い る
（1）

。 しか しなが ら， イ ギ リ ス に せ よわ が 国に お い て も， 基 本的に 国 家の 構造

特性 ， 国家の 支持す る イ デ オ P ギ ーを抜 きに して 知識の 統制を理 解で きない 。 伝統的

に 中央集権的統制が根強い 国家 とそ うで ない 国家に お ける知識の 統制は 自ず と異 な

る 。 さ らに ， 社会階層の 上 で 流動性に 欠け る 国家と比較的流動的な国家 とで は
， そ こ

で 扱わ れ る知識の 内容や時 間 の 配分 も異 な るだ ろ う。 実際， 教育制度が 複線型か 単線

型か で ， カ リキ ュ ラ ム の 編成 も変わ っ て くる と考 え られ る 。

　 とこ ろ が ， 従来， カ リキ ュ ラ ム の社 会学的研究は ， 知識の 統制に お け る 国家 の 構造

や 社会階層に 関す る実証的研究がは ぽ ま れて きた とい え る 。 それ は
，

こ れ ま で の カ リ

キ ュ ラ ム の 社会学的研究が ， カ リ／
＝
　u ．ラ ム を行為 レ ベ ル と シ ス テ ム レ ベ ル との 結節点

と し て 捉えなが らも， 方法論と して は 行為論的 ス タ ン ス に た つ た め で あ る 。 しか しな

が ら， 知識 の 統制を ， こ れ ら二 つ の レ ベ ル の ダイ ナ ミ ズ ム で と らえ よ うとす る の は ，

知 識それ 自体が ， 教育 シ ス テ ム の 中で 個人の 意識や 行為に 還 元 され ない 創発特性 を有

す るか らで ある 。
こ の 創発特性 ， すなわ ち外在性 を 比較研究に よ っ て 国家の 構造特性

に 求め る の が本稿の 意図で ある 。 従来の カ リキ ュ ラ ム 研究で は ，
こ うした カ リ キ ュ ラ
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ム の 外在性に 焦点化 した 実証的考 察は 十分で ない よ うに 思わ れ る 。

　第二 の 理 由は
，

カ リキ ＝ ラ ム を実証的に 捉える上 で時聞が有効な指標 とな り得る と

い う点に ある。
カ リキ a ラ ム の み な ら ず ， 学習指導案や授業計画か ら学校の 年間計

画 ， 教育制度に 至 る まで がすべ て その 基本に 時間配分の 問題を か か え る 。 教育政策に

お い て 時間は ，
ヒ ト，

モ ノ
， カ ネ と同様に 本源的資源で あるか らで あ る 。

　 とこ ろ で ， カ リキ 。 ラ ム は 質的デー タ であるため ， 数量化 しに くい
。 その た め カ リ

キ ュ ラ ム は ， そ の 統制や編成に かか わ る政策担当者や研究者に 多様 な解釈を与えて い

る
（2）

。 そ こで ， こ の カ リキ ュ ラ ム を公 の性格を もつ 教育的知識 （educational 　know1・

edge ）， 具体的に は 教科カ リキ ュ ラ ム に 限定し， そ こに 配分 された 時間で 捉えれば ，

教育資源 と して の 時間に よ る カ リキ ュ ラ ム の 計量 的分析が 可能となろ う
 

。

　第三 は ， カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に 及ぼす国家の 構造特性 の影響の 分析は ， 教育的

知識それ 自体の 特性を理 解す る上 に も重要 な知見を提供す るか らで あ る。 筆者は，か

つ て 明治以降我が国の 中等教科書の 内容分析を試み た 経験が ある 。 その 中で ， 国語教

科書は ，

一体に 政治家 ， 学者 ， 皇族 とい
っ た 人物に 関す る記載は 多い もの の

， 経済や

実務に か か わ る 内容は極端に 少ない こ とが認め られた
ω

。
こ の こ とか ら， 戦前の 国語

に 関す る知識は ， 社会統制に よ る規範的な要素 と親和 的で あ っ た と言 え る 。 こ うした

教育的知識の 特性は ， 国語の み な らず他 の 教科に も存在す る と考え る 。 それ で は ，
い

か な る教科が ， 政治体制や経済水準 とい っ た 国家の 構造特性 と どの よ うに 関連す る の

か 。
こ の 問題は ，特定 の 教科に 配分 された時間 と国家の構造特性 との 関係を探 る こ と

で 明 らか に な る と考え る 。

　 以上 三 つ の 理 由を考慮 し つ つ
， 本稿で は ， 世界各国の 義務教育段 階 の 教科 カ リキ ェ

ラ ム に 配分 され た 時間を ， 社会経済の マ ク ロ 指標か ら分析する
。

一
般に マ ク ロ 変 数

は ， 大学進 学率 とい っ た需要者側 （個人や 家族）の 意思 決定行為を含む分析で は ， そ

の 規定要因 として 特定化 し に くい 指標だ とされ る （5）
。 しか しなが ら， 公教育に お ける

時間配分は ， す ぐれ て教育行政側の選択行為で ある 。 した が っ て ， こ の よ うな 目的の

分析で は ，
マ ク ロ 変数は ， 依 然 有効な操作 カ テ ゴ リーで ある と言える 。

　 そ こ で ， 次節で ， 教育の 拡大 モ デ ル を援用す る こ とで ， 本稿 の カ リキ ュ ラ ム の 時間

配分 の 説明モ デ ル を明確に す る 。 次 い で ，
ユ ネ ス コ の デ ータ か ら得られ た教科 カ リキ

a ラ ム の時間配分の 特徴を，初等教 育段階，前期中等教育段階 と比較 しつ つ 検 討 す

る
。 そ し て ， 計測結果か ら， 国語をは じめ と して各教科に 対す る政 治変数 の 影響力を

指摘す る 。 特に ， 社会科に つ い て は 教育制度の 類型を コ ン ト ロ ール して もなお ，
こ の

政治変数が独 自の 規定力を もつ こ とを述べ る 。 最後に ， 以上 の 結果に 基づ い て ， 教 育

的知 識に 付与 され た正 当化機能に つ い て 論 じる 。

2．　 カ リキ ュ ラム の 時間配分の 説明モ デ ル

カ リ キ ュ ラ ム の 時間配分 とい う観点か ら見て ， 誰が配分を決定す る の か と い う視点
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は重要で あ る 。 そ の視点の 一つ は ，
マ ク ロ と ミ ク ロ の 区分で あ る。 公的 と私 的 とい っ

て もよ い
。 何を基準として 両老を区分す るか は あい まい だが ， 教師や生徒個人に 視点

を あて た もの を ミ ク ロ （実践 レ ベ ル ）とし ， 国家 とい っ た 集合体を マ ク P （政 策 レ ベ

ル ） と呼べ よ う。 もち ろん
，

ミ ク ロ とマ ク μ とは独立 して カ リキ ュ ラ ム 編成に 影響す

る もの で は ない
。 熊谷の モ デ ル は ， ミ ク ロ と マ ク P の連関を考慮に い れた上 で ， 大 き

く r状況 の 要因」を強調す る行為論 と， 「構造の 要因」 に よる機能主義的 ア ブ P 一チ

に よ る ダイナ ミ ズ ム を体系化 した 枠組み で ある
（6）

。 それは ， 学校知識の編成に 関す る

教育政策決定シ ス テ ム の 内部過程 を説明す る もの と言 え る 。 カ リキ
ュ

ラ ム 編成に 関 し

て ，
フ t 　

一一マ ル な基準に 準拠す るだ けで な く， 教育現場の 状況に 基づ い た 創意工夫を

求め よ うとす るの も今 日的傾向で ある。 カ リキ ェ ラ ム の 時間配 分も， そ れ らに よ る社

会的力学 の ア ウ トプ ッ トと して 捉える こ とが で きよ う。

　他方 ， 社会経済の マ ク ロ モ デ ル は ，　「状況 の要因」 を一定 と し，　「構造の 要因」 を

特定化す る もの で あ る 。 本稿で は ， 義務教育段階 の カ リキ ュ ラ ム の 時間配分 と社会経

済の マ ク ロ 指標 との 関連を ， 横断的な国際比較を通 じて明 らかに す る とい う 目 的 か

ら，
ミ ク ロ レ ベ ル の 「状況 の 要因」 は一定と考え た マ ク ロ レ ベ ル の 分析を行 う。 その

際， 教育 の 拡大 モ デ ル を援用す る こ とが 有益 で あろ う。 それ は ， 教育拡大の モ デ ル に

マ ク ロ 変数が使用 され て い るか らだ けで は ない 。 天井効果を 受け る義務教育段階の 拡

大研究に と っ て ， 人口 よ りも時間の配分が ， よ りイ ン テ ン シ ブな教育拡大の 指標に な

るか らで ある 。 教育の 拡大 モ デ ル は ， 大 ぎ く

　  技術的機能論 モ デ ル

　  従属論 モ デ ル

　  政治的統合論モ デ ル

　  葛藤論 モ デ ル

の 四 つ に 大別で きる 。 社会 ＝ 政治体制の 異な る国家に お け る学習価値 の 選好は ， これ

ら四 つ の モ デル を修正 する こ とに よ り次の よ うに 要約され よ うσ ）
。

　  技術的機能論モ デ ル

　 この モ デ ル は ， 教育拡大に 関す る最 もポ ピ ュ ラーな モ デ ル で ある 。 その 基本的命題

を要約す れ ば， 教育が拡大す るの は ， 技術 と生 産活動の 変化に 応 じて 高度に 訓練 され

た 労働力を要す る職業の 割合が増大す る か らで あ る 。 なか ん ず く， 経済分野で の 近代

化に と っ て ， 中等教育の 役割が大 きい こ とが指摘されて い る
（8）

。 そ うした 分野 で 近代

化を 目指す国は ， 理科系 ・自然科学系の学 習内容に 対する ニ
ーズが高ま る と思わ れ る 。

　  　従 属論モ デ ル

　 こ の モ デ ル は ， 教育の 拡大を周辺 と核に 階層化 された 世界国家 の 不 平等 の メ カ ニ ズ

ム に 求め る 。 例 えば ， 周辺社会 （国）ほ ど， そ の社会の 存立基盤を基本的に 外生的要

因に 依存する と言 え る 。 こ の た め そ うし た社会で は ， 統治権力に 関す る正 当性 の 問題

は深刻で ある 。 した が っ て ， 周辺社会ほ ど， その 正当性を獲得 ， 拡張す るた め の強力
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な政府組織を必 要とす る。 ト
ーマ ス と マ イ ヤ

ー
に よれば，経済変数（一人 当た りGNP ）

を コ ン ト P 一ル す る と政権交代は ， 豊か な国で は 国家権力 （歳入／GNP ）に ネ ガ テ ィ

ブ な影響を もた らすが ， 貧しい 国で は プ ラ ス の 有意な影響を及ぼす
（9）

。 だ とすれ ぽ ，

政権交代間 もない 近年独立 した 国ほ ど ， 教育統制も強力tlt　tsる と考え られ る 。 そ の 結

果 ， 旧宗主国 との 従属関係か ら脱却する た め に ， 例 えば母国語の ウ エ イ トが 大 きくな

る と期待 され る。

　   　政治的統合論 モ デ ル

　こ の モ デル は ， 教育の 拡大を ， 国家の 代表的政党が ， 他の 集団 （国民）を 統制する

上 で教育を社会的権利 （実際は 義務） として 捉え る点に 求め る。 それ は ， 政治的に 近

代化の 途上 に ある国ほ ど ， 国民を政治に 効率的に コ ミ ッ トさせ る こ とを要請す るか ら

で あ る 。
マ イ ヤ ーや ベ ン デ ィ ヅ ク ス が指摘す る よ うに 国家は ， 権利 と義務に よ っ て 特

徴づ け られ る市民性 （citizenship ）を 準備する こ とで
， 国家の 安定 と支配 の 正 当性が保

障 され る
（lo ）

。 その ため ，反動的 ， 革新的に か か わ らず国民国家を標槽す る国家ほ ど，

国家の ア イ デ ン テ ィ テ ィ た る共通文化やイ デオ ロ ギ ー
， 政治的 コ ン セ ン サ ス が必 要と

な る。 その 方途 として ， 市民性の
一部た る教育，

つ ま り国語や道徳が強化され る。

　   　葛 藤論モ デ ル

　 こ の モ デ ル の 特徴は ， 先の 三 つ の モ デ ル が 個人対国家を分析単位 とす る の に 対 し ，

集 団を分析単位 とし て 強調する 点に あ る。 R ，コ リン ズ は ， こ の モ デル に よ り保守的

社 会ア メ リカの 教育人 口 の 拡大を地位集団間の 競争の 結果 として位置づ けた
（11 ）

。 とこ

ろ で ，
こ の 地位集団間の 競争は

， 国家の 統合 とい う点か ら見れば コ ス トがかか る。 そ

こで ， 言語的民族的集団を抱える 国家ほ ど， 国家として の 統制 を大事に す る た め ， 多

元主義を排 して 共通の 政治的 コ ン セ ン サ ス を作る必要に 迫 られ る
。 その 結果 ， こ れ も

国語や道徳の 知識に 対 す る価値を高め る 。

　以上 ， この 小論で 用い る モ デ ル を ， 教育の 拡大研究で 利用 され る仮説か ら要約的に

援用 し た 。 もち ろ ん
， 同 じ モ デ ル で あ っ て も初等教育段 階と中等教育段階 とで は ， カ

リキ ュ ラ ム の 時間配分に 対 して 異 な る結果が得 られ る と予想 され る 。 特に ， 中等教育

に お け るカ リキ ュ ラ ム の 決定に は ， 国家の 構造特性以外に社会階層に よ る影響を無視

す るわ けに は い か な い 。実際 ， 社会階層は ， 個人の 教育機会の みな らず， 広 く一
国の

教育政策を も規定するか らで ある。 それ は ， 国家が ， 社会移動 の上 で 開 放 的 （単線

型）か ， それ と も閉鎖的 （複線型）か ，
い ずれ の 中等教育制度を選択す る か に 関 わ

る
。 そ の 場合 ，

一
般に ， 複線型 の 普通科で は 外国語や人文系 の カ リキ ュ ラ ム が ， 単線

型 で は基礎教科が重視され る傾向に ある と予想 され る 。

　そ れ で は ， 国家の 構造特性 や社会階層は ， どの カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に 対 して ど

の よ うな影 響を及ぼすの だ ろ うか 。 そ し て
， それ は 初等教育段階 と前期中等教育段階

とで は ど う違 うの か 。 以 上検討 した モ デ ル を単純に 図式化 した の が ， 図 1 で あ る 。
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国言乱宗教 馗 徳系

q　−　一　｝　一　　一　一　一　一　一　一　一

入文社会系
〈社会階 層 の 開放性〉

教育制度の 類型（複線型）

　　　　　　　 図 1 教科 カ リキ ュ ラ ム の 時間配分の 単純 モ デ ル

  技術 的機能論 モ デ ル ：   従属論 モ デ ル ：  政治的統合論 モ デ ル ：   葛藤論モ デ ル

3，　 国家 の 構造特性の 影響 力

  　デ
ータ

　以下 で ， カ リキ ュ ラ ム の 時間配分の 横断的な 国際比較を 行 っ て み よ う。 分析の対 象

とな るカ リキ ＝ ラ ム の 時間は ，
ユ ネ ス コ 編 『世界 の初等教育』 『世界の 中等教育』 に

記載 され る各国 の 週当た りの 授業時間数で ある
（12）

。 サ ン プ ル は ， そ れ ぞれ初等教育45

力 国 ， 前期中等教育33力 国で ある 。 　（表 1参照）（13）た だ し， データ は ， 無作為抽出に

よ っ た もの で は な く， 説明変数との 関連で 分析とし て 使え る もの で あ る 。 なお ， 前期

中等段階に お い て 複線型 を とる国は ， 職業科で な く， 普通中等 （間）学校に お ける前

期 3年間を対 象と した 。

　分析に 入 る前に ， 表 2 に よ っ て デ ータ の 概要を確認 して お く。 こ の 表は ， 初等及び

前期中等教育に お け る週当た りの 授業時間数を科 目別に そ の 比率を示 して い る 。 こ れ

に よる と初等教育段階 で は ， 国語や算数 とい っ た基礎教科 で週 当た りの 授業時間数が

過半数を占め ， 国に よ る時間 数の 変動 も小 さい 。 しか し ， こ の段階で 外国語や 道徳 ・

宗教 の 時間 を配分 して い る国は ， 授業時間数 も少な く， 国に よ っ て 変動の あ る こ とが

分か る 。 前期中等教育段 階で は ， 主 要 5教科が全授業平均時間数 の 80％近 くを 占め ，

初等教育段階 と有意な差 が見 られ る。 また，道徳 ・宗教教育 の 時間は ， 初等教育段階

と同様， 国に よ っ て バ ラ つ きが ある 。

　以上 の デー タ を利用 して ， 各国に お け る カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に 対する国家の 搆

造特性 の 影響を分析する 。 用い る 統計手法は 重回 帰分析で あ る。 被説 明変数は ， 各 教

科に 配分 された週 当た りの 授業時間数 と全体 に 対す る各教科 の 占め る割合で ある 。 各

モ デ ル に 対応 す る説明変数は ， 『政治社 会指標 ワ ール ドハ ン ドブ ッ ク 』 に 求め た
（14）

。

こ の ハ ン ドブ ヅ ク か らどの 説明変数を と る か に つ い て は ， まず ， 上記 ユ ネ ス コ に 記 載

されるすべ て の 国の 時間表を ベ ー
ス に し ， 先の モ デ ル に 該当す る と考え る変数を サ ン

プ ル 国 と対応す るか ぎ りで きるだ け多 く選択 した 。 具体的に は ， 独立年 ， 現行憲法制

定年，
一

人当た り教育費，GNP に 対す る
一

人 当た り教育費 の 割合 ， 都 市化 （10万人 以
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　　 カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に 関す る比較制度分析

表 1 分析の 対 象図

初 等 教 育 　 一 45力 国一

  ア フ リカ

　　エ チ オ ピ ア
，

カ メ ル ー ン
，

ス ーダ ン
，

チ ュ
ニ ジ ア

，
リピ ア

（2）　北 ア メ リカ

　　キ ュ
ーバ

，

コ ス タ リ カ
，

コ ロ ン ビ ア
，

パ ナ マ

  　南 ア メ リカ

　 　 チ リ，パ ラ グ ア イ

（4） ア ジ ア

　　 ア フ ガ ニ ス タ ン
， イ ス ラ エ ル

． イ ラ ン
， イ ラ ク ， イ ン ドネ シ ア ， カ ン ボ ジ

　　ア
，

ク エ ー ト
， 北 ベ ト ナ ム

，
サ ウ ジ ア ラ ビ ア

，
シ リ ア

，
セ イ ロ ン

， 台湾 ， 中

　　華人民共和国 ，
トル コ

， 目本，南 ベ トナ ム

（5）　　ヨ ー ロ 　ツ ノR

　　 ア イ ル ラ ン ド
，

オ ラ ン ダ
，

オ ース ト リア
， ギ リシ ャ ，

ス イ ス
，

ス エ ーデ ン
，

　　ソ ビ エ ト
，

チ ェ
コ

， デ ン マ ー ク
， 西 ドイ ツ

，
ノ ル ウ エ ー

， 東 ドイ ツ
，

フ ラ ン

　　ス
，

ブル ガ リ ア
，

ポ ーラ ン ド， ユ
ーゴ ス ラ ビ ア

，
ル

ー マ ニ ア

（6） オ セ ア ニ ア

　 　 オ ース ト ラ リ ア

前 期 中 等 教 育
一 33力 国

一

（1） ア フ リ カ

　　チ ュ
ニ ジ ア

， 南 ア フ リカ共和国

（2＞　北 ア メ リ カ

　　 コ ス タ リ カ
，

コ ロ ン ビ ア
，

ド ミ ニ カ
，

パ ナ マ
，

ホ ン ジ ュ ラ ス
，

メ キ シ コ

  　南 ア メ リ カ

　　 ウ ル グ ア イ ，チ リ， ブ ラ ジ ル ，ペ ル ー

  　ア ジァ

　　イ ラ ン
， イ ン ドネ シ ア

，
カ ン ボ ジ ア

， 大韓民国 ， 中華人 民共和 国，
トル コ

，

　　 日本 ，
ブ ィ リピ ン

，
レ バ ノ ン

（5）　　ヨ ー
ロ 　ツ

ノ 〈

　　ア イ ス ラ ン ド，
ス イ ス

， チ ェ
コ

， デ ン マ ーク ， 西 ドイ ツ ， ノ ル ウ ェ
ー一

， 東 ド

　　イ ツ ，
フ ラ ン ス ， ブ ル ガ リア ， ポ ーラ ン ド，

ユ ーゴ ス ラ ビ ア ， ル ク セ ン ブ ル

　 　 ク

上 の 都市に 住む人 口 の 割合）， 政治的多様性 （議席数に 占め る第一党の 割 合），言論の

自由， 識字率 （15歳以上），義務教育就学率，言語的民族的多様性 （自国の 民族 数 と言

語数）， 男子農業人 口 の割合，
一

人当た り ソ ビ Z トか らの 経済援助，
一

人 当た りア メ リ
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表 2　數育段階別教科カ リキ
’
a ラ ム の 平均時間 ・変動係数

語

語

会

学

学

）

育

教

　

　

　

　

　

術

　

　

　

数

科

芸

　

宗

　

国

　

・

・

（

　

・

　

　

　

数

科

美

　

徳

国

外

社

算

理

音

体

道

平　　均　　時　 　間

初等教育 　　前期中等教育

34，1（％）〉

4．4　　＜

9，5　　＜

19．9　　＞

7．7　　＜

9．88

，56

．1

18．0（％）

17．414

．516

．411

．78

．98

．34

．8

変　　動　　係　　数

初等教育　　前期中等教育

0．311

．500

．530

．260

．640

．560

．551

．26

0．270

．560

．380

．230

．600
．540

．421

．33

（不 等号は統計的に 有意な比率の 差）

表 3　従属変数 と説明変数

従 属 変 数

  　一週間の 授業時間数 ：国語， 外国語 ， 算数 ・ 数学， 理 科 ・科学， 社会科， 宗

　　　　　　　　　　　 教 ・道徳

  　一週間 の 全 授業時間 数 （音楽 ， 美術 ， 図工 を含む）に 占め る上記教科 の 比率

説 明 変 数

  技術的機能論 モ デ ル ； 一人当た り GNP （＄）（1967）

  　従属論 モ デ ル 1　　 ： 独立年 （1775年以前は
， すべ て 1775で 統一）

　　従属論 モ デ ル ll　 　 ：
一

人当た りア メ リカか らの 経済援助 （1966）

  　政治的統合論モ デ ル ：政治的多様性 （1968）

  葛藤論 モ デ ル 　 ： 言語的民族的多様性 （1960〜 1965）

  教育髑度の 類型 　 ： 複線型 ＝ 1
， 単線型 ； 0

（括弧 内は データ ソ ー ス の 年）

カ か らの 経済援助 ， そ して U ネ ス コ の デ ータ か ら得 られ る複線型 ダ ミー （前期中等教

育段階 のみ ）で あ る
（15 ）

。 これ らの変数か ら適宜 モ デ ル に 該当す る変数を使い 回帰分析

を 行えば よ い 。 だ が ，
モ デ ル 自体 も変数の 選択次第で 相互 に 相関の 高い もの も含 まれ

る場 合 もあ る。 そ こ で
， 多重共線性 の 問題を回避す る上 で 次の手続 きを 行 っ た 。

　まず ， 初等 ， 前期中等教育段階各 々 に つ き， これ ら変数すべ て を 組み 込ん だ ス テ ッ

プ ワ イ ズ 重回帰分析 （15％水準 で変数 の 導入 ， 除去）を 行い ， い ずれ か の 時間数 を被
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説明変数 とする式で 回帰係数が有意とな る説 明変数を確認 した 。
こ の結果を さ らに ，

あ らか じ め すべ て の 変数に つ い て 行 っ て お い た 因子分析の 結果
（16 ）

と照合 しつ つ
， 高因

子負荷を もつ 変数が 各 モ デ ル （前期中等教育 の 場 合 ， 複線型 ダ ミ ーを含 む五 つ ）に 対

応す る こ とを確認 した 上で 説明変数 とし て確定 した 。 その 際 ， 言語的民族 的多様性指

標は ， そ れほ ど高い 因子 負荷を得 られ なか っ た が ， 萬藤論 モ デ ル を代表す る唯一の 指

標 とし て 無条件に 重回 婦式に 導入 した 。 また ，

一一人 当た リア メ リ カ か らの 経済援助は ，

高因子負荷を もつ 独立 の 因子 として とりだ された の で ， 従属論 モ デ ル llとして 新 し く

重 回 帰式に 導入 した 。 さ らに
， 回 帰式の 妥当性 を検討す る上 で

，
ス テ ユ

ーデ ン ト化 さ

れた残差の 絶対値が 1，5 以上 の 国を異常値 と し ，
これ を除外 した デ ータ に 対 し同 じ回

帰式で 計算 した
。

　 こ うし て 得 られた 従属変数 ， 説明変数は ， 表 3 の 通 りで ある 。 表中 ， 言語的民族的

多様性及び政治的多様性指標 の 数値が大 きい ほ ど言語的に も政治的 に も多様で あ る こ

とを 意味 し ， それだ け 国家の 統合 に と っ て 潜在的な葛藤が大 きい こ とを示 す もの で あ

る。 また ， 従属論 モ デル の 指標 と した 独立年の 数値が 大 きい ほ ど， 国家の建設に お い

て外因的要素が大 きい と考え る 。 そ うした外生的要因と して ア メ リ カか らの 経済援助

も，

一
国へ の 集中的な依存関係を表す もの で ある 。

（2） 結　果

　表 4 と表 5 は
， 5 変数を含ん だ重回帰式 の 結果を教科 ご とに 示 した もの で あ る 。 数

値は ， 上段 が初等教育を ， 下段 が前期中等教育段階を示す 。

　 まず， 表 4 は ， 従属変数 として 時間数を用い て い る 。 この 表か ら教育段階に 応 じて

変数 の影響に 違い がある こ とが認め られ る。 すなわ ち ， 他の 変数 を統制する と政治的

多様性は
， 初等教育の カ リキ ュ ラ ム の時間数に 対 して ， 独立 年 と GNP 指標は

， 前期

中等教育に 対 して それぞれ有意な影響を及ぼす こ とで あ る 。 国内的な政治変数は 初等

教育段階に ， 対外的な政治変数や経済変数は ， 前期中等教育段階に 影響す る と言え よ

う。

　 以 下 ， 教科 ご とに 各 モ デ ル の 整合性を検討 し て み た 。

　 国 語 ：初等教育段階で 有意な影響を及ぼすの は ，
ア メ リ カ か らの 経済援助 と政治的

多様性 で あ り， い ずれ も符号条件が マ イナ ス を示 して い る 。
つ ま り，

ア メ リ カ へ の 経

済依 存や政治的多様性の 小 さい 国 ， 例 え ば共産圏諸国に お い て 国語の ウ エ イ トが 大き

い 傾向に ある とい える 。 こ の 傾向は ， 異常値 として 観測 された ソ ビ エ ト （−2．223 ： ス

チ ュ

ーデ ン ト化 された残差），
キ ュ

ー バ （1．982），
セ イ P ン （1．976），西 ドイ ツ （− 1，657）

の 4 国を除 くとさ らに 大 きくなる 。 ま た ， 独立年 と GNP 指標 も， それぞれ 1．0％，

5 ％水 準で 有 意 と な る 。 残差 の 大 きい 国を検討す る と共 産圏 ソ ビ エ トは ， 国語の 時間

数が過少で あ り， 逆に キ ュ

ーバ は 過剰で あ る こ と ，

一
方 ， 西 ドイ ッ は ，

GNP が高い

に もか か わ らず母 国語の 時間数が過少で あ り， 逆 に ，
セ イ ロ ン は GNP は低 い が時聞

数 は多 い こ とが分か る 。
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カ リキ a ラ ム の 時間配分に 関す る比 較制度分析

　前 期中等教育段 階で は ， 残差の 大 きい ル ク セ ン ブル ク （
−3．178）と レ バ ノ ン （L9 工0）

を除 くと政治的多様性 と独立 年が有意な影響 を及 ぼし て い る 。 と ころが， 独立 年は ，

初等教育段階 とは 対照的に ， 符号条件が マ イナ ス で あ る。 しか も 1％水 準で 有意 とな

る 。 すなわ ち ， 近 年独立 した 国は ， 前期中等教育段階に お い て
， 初等教育ほ ど国語に

高い ウ エ イ トをお い て い な い と言え る 。 こ うした傾向に 反す るル ク セ ン ブ ル ク は ， 独

立が 早い に もか か わ らず国語 の 時間数が過少で あ る し ，
レ バ ノ ン は ， 戦時中独 立 した

が ， 比較的国 語の 時間数が多い 国で ある 。

　 こ の 結果か ら ， 国語の 時聞数を従属変数 とした場 合 ， 従属論 モ デル は 初等教育段 階

に つ い て ，政 治的統合 モ デ ル は い ずれ の 教育段階に つ い て も支持 され よ う。

　外国語 ： 初等教育段階で すで に 母国 語以外の 言語を教授す る傾向に ある 国 も，他 の

変数を 統制する と一体に
， 政治的多様性の 小さい 国で ある 。 さ らに

， 残差の 大きい カ

ン ボ ジ ア （3．803），

エ チ ナ ビ ァ （2．702）， ア イ ル ラ ン ド （正．534）を除 くと政治的多

様性は ， 1 ％水準 で有意 とな る 。 カ ン ボ ジ ア で は 母 国語以外に フ ラ ン ス 語 が ，
エ チ オ

ピ ア とア イ ル ラ ン ドは 共に 英語の 時間数が多い 国で ある 。 ア イ ル ラ ン ドを 除い て 残 り

の 2 力国 と も政治的多様性が小 さい に もかか わ らず ， 残差が大 き くな っ た の は ，そ れ

だ け これ らの 鬮に 占め る外国語が過剰で あ るか らで ある 。

　 しか しな が ら， 前期中等教育段階 で は ， 政治変数の 影響は 見 られ な い 。 む しろ ， 経

済変数が ， 5 ％水 準で 有意な影響 を示す 。 残差の 大きい ル ク セ ン ブル ク （2，339），
チ

ェ
コ （

−2．　008），
カ ン ボ ジ ア （1．970）を除 くと，

こ の 指標は ， 王％水準で 有意 とな り，

独立年も 5 ％水準で 有意に 転じる 。
プ ラ ス の 残差の 大 きい ル ク セ ン ブル ク は ， 当時

（1950年代）と して は 経済水 準 も高い が ， それ以上 に外 国語の 時間数が過剰で ある 。

逆 に カ ソ ボ ジ ア は 経済水 準が低い に もか か わ らず ， 外国語 の 時間数が多い 。 共産国チ

ェ
コ に 負の 残差が 見 られるの は ， 経済水準 の 割に は 外国語の 時間数が過少で あ る こ と

に よ る。

　算 数 ・数学 ； 国 語 と同 じ傾 向が ， 初等教育段階 の 算数 に 認め られ る
。 すなわ ち

，
ア

メ リ カ か らの 経済援助が少な く政 治的多様性の 小 さい 国， 例え ぽ共産圏国ほ ど， 算数

に ウ エ イ トをお く傾向に ある
。 しか も，

こ の 政治的多様性指標 は ，
0．1％水準で 有意

となる 。 決定係数 も 6教科の 中で 最 も高い
。

　前期 中等教育段階で は，残差の 大 きい イ ン ドネ シ ア （2，252），
フ ィ リ ピ ン （2、485），

ノ ル ウ エ ー
（1．858），

ブ ル ガ リア （
−1．・852）を除 くと決定係数が 高 く な り， 独立年

が ， 符号条件が マ イ ナ ス で 有意 （0．1％水準） とな る 。 教育段階に よ る独 立年の 符号

条件 は ， 国語 の 場 合 と対応 して い る。 すなわ ち ， 独立 間 もない 国は ， 中等教育段階に

な る と数学 をそれ ほ ど重視 しな い 傾 向に あ る 。 また ， 経 済水 準 も，
プ ラ ス で 1％水 準

で 有意 とな る 。
こ の 結果は ， 技術的機能論 モ デ ル を 支持す る 。 残差の 大 きい イ ン ドネ

シ ア と フ ィ リピ ン とは ， 戦後独立 し ， 経済水準 も低 い に もか か わ らず，数学の 時間数

が 過 剰な国 で あ る 。
こ れ らの 国が回 帰式の あて は ま りを 曖昧に して い た の で あ る 。

一 191一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　理 科 ・ 科 学 ： 初等教育段階で 理科 ・科学を重視す る の も，

一体に 政治的多様性の 小

さい 国で ある とい える 。 残差の 大 きい キ ュ

ーバ （4．085），
セ イ 卩 ン （1，935），

ソ ビ エ

ト （1．729），
シ リ ア （

−1．808）， 中華人民共和国 （
−1、792）を除 くと，政治的多様性以

外に ， 独立年 と言語的民族的多様性指標 とが ， それぞれ が 5 ％，
1％水準で 有意な影

響を及 ぼ して い る 。
つ ま り ， 近年独立 した 言語的民族的葛藤 の小 さ い 国ほ ど， 理 科 ・

科学 の ウ エ イ トが大 きい 傾向 となる 。 残差 の 大 きい 国を検討す る と ， キ ュ
ーバ は共産

国で あ るが，理科 ・科学の 時間数が過剰で ある こ と ， 多民族国家 の ソ ビ エ b及 び セ イ

ロ ン も ， 自然科学系 の 時間数が多い こ と，

一方 ，
シ リア と中華人民共和国は ，

い ずれ

も政治的多様性が小 さ い に もか か わ らず ， 理 科 ・ 科学の 時間が過少な国で あ る こ とが

分か る
。

　一方 ， 前期中等教育で は ， 理科 ・科学の 時間数は ， 他 の変数を コ ン ：・P 一ル す る と

独立年 の影響を受ける 。 経済変数で は ない
。

つ ま り， 近年独立 した 国ほ ど自然科学系

の カ リ キ ュ ラ ム に 対す る ウ エ イ トが 高 くな る 。
こ の 傾向は ， 残差の 大きい 国を除 くと

さらに 1．0％ 水準 で有意 とな る 。 豊か な国で は ， 必ず しも理 科 ・科学の 時間数を設け

て い る とは言え ない の で あ る。 結果は ， む しろ ， 独立 間 もな い 国で 理科 ・科学の カ リ

｝
＝
　
a ラ ム を準備す る傾 向に あ り， 従属論モ デ ル と親和的で さえあ る 。

　社会科 ：初等教育段階の 社会科は ， 政治的多様性指標か ら 1 ％水準で ネ ガテ ィ ブ な

影響を 受け て い る 。 言語的民族的多様性指標 も， 5 ％水準で ネ ガ テ ィ ブな 影響を示

して い る 。 残差の 大きい カ ン ボ ジ ア （3．　374）， キ ュ

ーバ （2．739）， 中華人民共 和国

（
−1．671）を除 くと全体と し て 重回帰式の あて は ま りを曖昧に す る もの の

， 政治的多

様性指標は 依然有意で ある 。

　 と こ ろ が ， 前期中等教育段階に な る と ， 政治的多様性指標 の 符号条件は
，

プ ラ ス に

変わ る。
つ ま り， この 政治的多様性指標は ， 社会科に つ い て 教育段階に 応 じて 交互作

用 を もつ
。 残 差 の 大 きい レ バ ノ ン （−3．067）， 中華人 民共和国 （1，587）， 南 ア フ リカ

共和国 （
−1．519）を除 くと 0．1％ 水準で 有意となる 。

つ ま り， 前期中等教育段階で 社

会科を重視す る の は 政治的多様性の 大 きい 国 ， 例え ぽ 自由主義国家で あ る と言え る 。

　道徳 ・ 宗教 ： 5 変数を含む重回 帰式は ， 異常値除去後もい ずれの 教育段階に お い て

も決定係数 も低 く：有意な結果が得 られ ない
。

こ の 結果は ， 道徳 ・宗教の 時間数を従属

変数 と した 場合 ， 従属論 モ デ ル
， 葛藤論 モ デ ル ， 政治的統合論 モ デ ル とも整合的で な

い こ とを示 して い る 。

　次の表 5 は ， 従属変数 として 時間の 割合を用い た もの で ある 。 全 体 として重 回帰式

の あ て は ま りは や や低 くな っ て い る が ， 時間数 の 場合 と比較 し て
， 安定 した 説 明力を

もつ の は ，独立 年 ， 経済水 準そ し て 政治統制に か か わ る指標で あ る 。
つ ま り， 他 の 変

数を コ ン ト rt　v ル する と独立 間もない 国ほ ど， 前期中等教育段階で は 国語や算数 ・数

学 とい
っ た 基礎教科 よ りも自然科学系 の 教科に ウ エ イ トを お く傾向に ある こ とが 分か

る 。 また ， 時間 の 割合を被説 明変数に 用 い た場 合で も， 理 科 ・科学を規定す るの は 経
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カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に関す る比 較制度分析

（

収 ．
嵩
）

　
（

O
．

菖
）

マ 、
◎ o
一

　
　
り
．

 

6っ

e畑
σっ

．
O

ち
eq
吋

．
OI

粥
　
蓮

灣
粧
嚥

（

oっ
oっ

艮
寓
）

醫
11
寓

蘓
派
・

糶
劇

（

り

．
鋸
）

　
（

『
ゆ

゜っ

）

一

，
ト
 

Φ
，

QD
祠

熱
（

°う

8
．

O
）

楽
8
寸

．
O
）

菅

お
゜っ

．
O

灣
寸
゜。
ゆ

．
O
ー

）

艱

（

N

等
．

O
ー

）

（

 
O
°っ
．

O
−

）

灘
禰
客 ろ

（

り
．

州

゜う
）

　
（

O
．

OQ
芍

）

Qっ
．

頃

eq
　
　

卜
．

 

網

脅
oっ

．
Ol

亀
一

寸
．

守

轍
（

Φ

 

ゆ
．

O
）

弟

（

°q
°っ

寸
．

O
）

畔

No
っ
．

O靆
癖
z 乙

　
　
　

顛
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
夜
・

憲
躑

麟
題
喫
回

驛
母
糾
聴
楚

遲
輔
”

魏
醸
ヤ

寒
鹵
u
心

（

『
り

鴫

）

　
（

 
．

°っ

祠

）

Φ

．
ト

 

 
．

コ

（

O

爲
．

O
−

）

き
oっ

．
OI

oっ
6っ

σっ

dI

（

円

゜。
偶
．

O
−

）

戴
（

゜“
°・

O
．

 
×
。っ

゜っ

゜う
．

O
−

）

靆
師
z 乙

貅
熱
・

蝋
鱒

（

Φ
．
8
）

　
（

ト
．

耳
）

O
．

寸

oっ

　
　
一

．
αっ
H

褓

q゚
°っ

寸

．
O
−

（

8
°。

．
O
）

掣粥

蝋灘

k・ ｛1｝
日 　 ［1
渚 z

　 ）

總
　
置

　
衣

（

ゆ
．

O
の
）

　
（

寸
．

。D
°っ
）

O
．

萬

oう
．

 

久
尋
゜っ

．
O
−

）

菅

（

δ
寸

．
Oi

）

昶
（

°っ

等
．

OI
）

管

（

寸
゜っ

寸

．
O
−

γ
（

 
O
矧
．

O
−

）

掣糲

蝋（蘊

專 露
　ll　 【1
宮　 乞

　 　 ）

隴

圃

゜・

嘱

懸
癌
鐙
涎

督

s 農
4L）　R 　fi
鄭 獄 鯔
く KO1

卜 面

　
鈴

山

寓
O

O

毅
跚
く
ー

　
剥
戀
噛
濫

輜
露
租
隴
加

肝

個
　
魚

慰
齪
晋

羅

（

愈
掃
）

余
麗
麗

魯
Q4

堅

哨

や
窩

辰

簑

遡
鐔
姻
韃
Q
懸
圖

　
ゆ

粥

一 193一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

済変数で は ない こ と も認め られ る
。

む しろ ， 経済変数は ， 他の 変数を ロ ソ ト ロ
ー

ル す

る と前期中等教育段階の 国語や社会科 とい っ た 人文系の カ リ キ ュ ラ ム に 対 して ネ ガ テ

ィ ブな影響を及ぼ し て い る 。 政治的多様性指標は ， 前期中等教育段 階の 社会科 ， 残差

の 大 きな国 ル ク セ ン ブ ル ク （−2，778）と フ ラ ン ス （2．054）を除去 した 国語 ， そ して

初等教育段階 の 外国語に 対 し て それぞれ有意な影響を及ぼす。 した が っ
て

， 政治的統

合論 モ デ ル が整合的で ある と言 え るの は ， 前期中等教育段 階の 国語で ある。

　道徳 ・宗教は ， 残差 の 大 きい サ ウ ジ ア ラ ビ ア （4，　245）， イ ス ラ ニ ル （1．667），
ス ー

ダ ン （1．629）， ア フ ガ ニ ス タ ン （1，622）を除 くと従属論 モ デ ル の 期待す る符号条件

とは逆 の 結果を示 し て い る 。 すなわち ， 独立 年は ， 初等教育の 道徳 ・宗教 の比 率に ネ

ガテ ィ ブな影響を及ぼす傾 向に ある と言 え る 。 これ ら 4 国は ，い ずれ も回教国で あ

り， こ うした国に と っ て初等教育 ＝ 宗教 （回教）教育なの か もしれない 。
い ずれ に せ

よ ， 道徳 ・宗教の 時間 の 比率に つ い て モ デル の 期待した結果は 得 られ て い ない 。 こ の

結果は ， 本来内容の 異な る宗教 と道徳を同 じ カ テ ゴ リーと した こ とに よるの か もしれ

ない
。 両者を分離 し て 再度回帰式に か け る べ きだ が ，

モ デ ル も含め て 検討の 必要性 を

示 唆してい る
（IT）

。

　以上 ， 国家の 構造特性 に よ る 5 変数を用 い た 分析結果を 検討 した 。 しか しな が ら，

以上 の 結果は ，

一国の 社会移動の 開放性の 程度，
つ ま り教育制度 の 類型 の違い に よ っ

て 得 られ た の か もしれ な い 。 こ こ で は ， サ ン プ ル 国の 前期中等教育制度が複線型の 場

合 ， 普通 科の カ リキ ュ ラ ム を採用 して い る 。 そ こで ， 複線型を ダ ミ ー変数 1 として モ

デ ル に 追加 し ， 各教科に つ い て 単線型 と複線型 とで カ リキ ュ ラ ム の 時間配分が 異な る

か 検討 して み た
。 結果は ， 表 6 の 通 りで ある

｛ls｝
。

　複線型 ダ ミ
ーを加え る と ， 全体と して 5変数モ デ ル の 結果を曖昧に する 。 単線 ・複

線の 違い が カ リキ ュ ラ ム 編成に 明確に 現れ るに は ， 前期中等教育段 階で は 早過 ぎるの

か もしれな い
。 に もか か わ らず ， 複線型ダ ミ ー

は ， 残差の 大きい 国を 除 くと社会科

（実数）， 国語 （％）， そ し て 数学 （％）に 対 して 有意な影響を及ぼす傾向に ある 。 し

か も ， 国語 と数学の 符号条件は マ イ ナ ス で あ る 。
こ の 結果は ， 国家の 構造特性を コ ン

表 6 複線型 ダ ミーの 追加に よ る重回帰分析 ： 数値 は 標準化 された 偏回帰係数

社 会（実数）　 NT　＝ 33

　　　　 異常値除去

国語（％）異常値除去

外国語 （％） N ＝ 33

数 学 （％） N ＝ 33

　　　　 異常値除去

独立 年

0，259

一〇．430 ＊

言語的
一

人当た

民族的 り

多様性 GNP ＄

O．　335＊ 一〇．258

−O．　341＊

ア メ リ カ

か らの 経
済援助

政治的
多様性

0，465嵳

0．701莱
＊

−O．　272

複線型
ダ ミ ー R2

0．306　　38．7

0．435黍　46。7
−0．384 ＊　52．7

0．305　　23．1
−0．304　 22，3

1　
’O・483： 52・2
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カ リキ ュ ラ ム の時間配分に 関する比較制度分析

ト ロ ー
ル す る と複線型の 普通科 で は ， 単線型 よ りも社会科の ウ エ イ トが 大きい こ と，

一
方 ， 国語や数学とい っ た基礎教科 は ，単線型に 占め る比率 の 高い こ とを 示 し て い

る 。 複線型が社会移動の上 で 硬直 した 制度だ とす れ ば ， そ うした 教育制度を もつ 硬直

した 社 会ほ ど，社会科 とい っ た 人文系の カ リキ ュ ラ ム の ウ エ イ トが大 き く，

一方 ， 開

放的な社会ほ ど基礎教科を重視す る傾向に あるの で ある 。

　しか しなが ら， 同時に ， 複線型 ダ ミーを統制 して も社 会科に 対 して政治 的 多 様 性

が ， 依然 プ ラ ス の 有意な影響力を及ぼ し て い る こ とは 注 目され る 。 さ らに
， 言語的民

族的多様性 もプ ラ ス で 有意 とな る。 以上 の 結果か ら， 特に 前期中等教育 に お け る社会

科は ， 教育制度 の 類型に か か わ らず ， 社 会統制や政治統制 の 影響を受けやすい ，
つ ま

り特定集団 と連動しやすい 教科で あ る こ とを示 唆して い よ う。

4． 結論 と今後の 課 題

　本 稿で は ， 第
一

に カ リキ ェ ラ ム の 時間配分 の規定要因を マ ク ロ レ ベ ル に 設定し ， そ

の 説明 モ デ ル とし て ，  　技 術 的機能論 モ デ ル
，   　従属論モ デ ル

，   　政治的統合

論 モ デ ル
，   葛藤論 モ デ ル を検討 し ， 第二 に ， 世界各国 の 初等及 び前期中等教育段

階の カ リキ ュ ラ ム の 時間配分を ユ ネ ス コ の デー
タ を ベ ー

ス と して 確認 し ， 政治体制や

経済水準とい
っ た 国家の 構造特性が カ リキ ュ ラ ム の 時間数 とその 割合に どの よ うな影

響を 及ぼ して い る か 実証的に 分析 した 。

　そ の 結果 ， 明 らか とな っ た の は 次 の 通 りで ある 。 初等教 育段階で は ，

　  国語や算数 とい っ た基礎教科 の ウ エ イ トが 高い 。

　  外国語 と道徳 ・宗教の 時間は 国 に よ
っ て バ ラ ッ キ が ある 。

　前期中等教育段階で は
，

　  主 要 5教科の 時間配分が 一
様に 分化 して い る 。

　  道徳 ・宗教の 時問は 国に よ っ て バ ラ ッ キが ある 。

　カ リキ ュ ラ ム の 時間数を被説明変数 と した場 合 ， 5 変数に よ る回 帰分析の 結果 ，

  技術的機能論 モ デ ル は ， 理 科 ・科学 の時間数に 対 して 説明力 が 小 さ い 。 しか

　　し
， 経済変数は ， 残差の大 ぎい 国を除外 した場合 ， 中等教育段階 の 数学を増加さ

　　せ る 傾向に あ る 。

　  従属論 モ デ ル は
， 初 等教育段階の 国語に つ い て 整合的で ある 。

  政治的統合論 モ デ ル は ， 初等及び前期中等教育段階の 国語に つ い て 支 持 さ れ

　　 る 。

  　葛藤論 モ デ ル は ， 期待 した ほ ど国語 と宗教 ・
道徳 の 時間数に 対 して 説明 力を も

　　た ない 。

被説明変数に カ リキ ュ ラ ム の 時 間の 割合を用 い た 場合 も， 他の 変数を 統制する と ，

  経済変数は ， 技 術的機能論 モ デ ル の 期待す るほ ど理科 ・科 学 に 対 して 特化す る

　　とは 言 え ない
。 む しろ ， 経済変数は ， 前期中等教育段階に お い て 国語や社会科 と
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　　い っ た文化系の カ リキ ュ
ラ ム に ネ ガ テ ィ ブな影響を及ぼす 。

　  　従属論 モ デル は ， 宗教 ・道徳に つ い て 支持 され ない
。 しか し ， 独立後は ， 理 科 ・

　　科学に 対 して ポ ジ テ ィ ブな影響を及ぼす 。

　  政治的統合論 モ デ ル は ， 宗教 ・道徳に つ い て 説明力が小 さい 。 だ が ， この モ デ

　　ル は ， 残差の 大 きい 国を除い た場合，前期中等教育の 国語に 対 して 整合的で は あ

　　 る
。

　  葛藤論も時間数と同 じ く， 国語や宗教 ・道徳 の 割合に つ い て も支持 され ない 。

　他の 変数を コ ン ト ロ ール する と前期中等教育段階に お ける教育制度 の 類型は ， 社会

科 ， 国語 ， 数学に 対 して独 自の 影響力を持 つ
。 すなわち ， 複線型 の 普通科は ， 社会科

の 授業時聞数に 対 し て ， 他方 ， 単線型は 基礎教科 （国語 と数学）の 比率に プラ ス の 規

定力を もつ 傾向に ある とい え る 。 に もか かわ らず ， 教育制度 の類型を コ ン ト ロ ー
ル し

て も政 治的多様性指標は ， 社会科の 時間数に 依然ポ ジ テ ィ ブ な影響を及ぼす 。

　以 上 ， カ リキ ュ ラ ム の 時間配分の 説明モ デ ル は
， 当初各 モ デ ル の 期待 した 教科に 対

して必ず しも整合的で ある とは 言えない か もしれ な い
｛19 〕

。 しか しなが ら ， 分析結果 よ

り， 国語をは じめ として 多 くの教科の 時間配分は ， 他の 変数を コ ン 1・ロ ール す ると
一

体に 他国との 従属関係や政治的統制に 強 く影響を受ける と言え る 。 従属論モ デ ル 及び

政 治的統制 モ デ ル を支持 する マ イ ヤ ーに よれ ぽ ， 大衆教育 レ ベ ル で生み 出され る知識

は ， 市 民性 とい っ た国家建設に 必要な共通 の 文化や前提 を つ くりだす
（20）

（傍点筆者）。

つ ま り ， 教育的知識は ， 高等教育に 見出され る よ うな知 識それ 自体 の もつ ア カ デ ミ ヅ

ク な 権威で はな く， 基本的に 国家に よ っ て正 当化 され る性格を もつ の で あ る 。 そし

て ， 国家に よる こ の 正 当性 の 強さは ， 独立 問 もない 国や政治的 多様性の 小 さい 国ほ ど

強 力 とな る 。 そ うした 国家ほ ど，国家建設 の た め 少な くと もこ の よ うな前提を 重視す

るか らで ある 。 もち ろ ん ， そ の 前提が強調 され るほ ど ， ます ます教育的知識 は形骸化

され ， 現実 との 乖離，
ズ レ に よ る虚構性 も生 じ て こ よ う

（21 ）
。

　だ が一
方で ，

こ の 教育的知識は ， 社会に お け る経済的差異や民族的差異 ， さ らに 教

育制度 の類型の 違い に か か わ らず ， 否 ， 違い が ある か らこ そ 国家の ア イ デ ン テ ィ テ ィ

や 共通文化を反映する傾向に あ る。 こ の意味で ， 教育的知識に は ， 基本的に 国家に よ

る正 当化機能が付与 され て い る とい え よ う。

　以 上 の 分析か ら，
カ リキ ュ ラ ム の 時間配分を規定す る政治変数の 有効 性が 示 され た

の だか ら， これ らの 変数を さ らに 検討す る必要が あろ う。 例 え ば ， 異常値 とし て 観測

された 国の デ ータ を深 く検討す る こ とで
，

カ リキ ュ ラ ム の 正当化機能の 国際比較研 究

に 対 して有益 な情報が 得 られ る と考える が ， それ は 今後の課題 と した い 。
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　 ム の 社会的 規定」片 岡徳雄 編 ， 前掲書 ， 第VI章一 19参照 。

表 7　 パ リマ
ッ ク ス 法 に よ る国家の 構造特性 の 因子負荷 （前期中等教育）

一
人 当た り教育費

識字率

義務教育就学率
一入当た りGNP

GNP 一
人 当た り教育費の 割 合

言論 の 自由

政治rl勺多様性

1共産圏 ダ ．ミー

　ソ ビエ トカ・

ら（り宗呈哥斉牙爰且力

独立年

言言吾目勺民方矢臼勺多様1生
　ア メ リ カ か らの 経済援助

現彳于憲？去詣［」定肩こ

複線型 ダ ミ
ー

因　　子　　寄　　与

［1 Il｝ 、

　　　0．065

　　　0．ユ02
　　−0．059

　　　0。195

　　−0．345

0，2310

．0280
．281

−0．029

二〇，151
−0．276
−O．008
−0．2460

．093

0　 790

　 60
−0　 56
−0　 47
一〇．1370

．0350

．219
−0．4200

．007

一〇．169

：1：Ill
”

臘
一g：嬲
瀰1
膕
二i；iii

一〇．156
−0．0250
．143

−O，061
−0．061
−0．026
−0．060
−0．092
−0．2290

．069
一〇　 〇50

　 420

　 210

．109

0．0400

．1210

．0510

．102
−0．2680

．0600

．044
−0．0010

．4320

．207
−0．1040

．141
−O．165

匝
3．925　　　3．081　　　1．294　　　1．279　　　1，170

　　　　　　　　　　　　　 （初等教育）

共通性

．
共 通性 1

0．8660

、8270

．7930

．7980

．8340

．8320

．802

1

義 蒡教育就学率

識．引率

言 語的民族 的 多様件

都 市化
一一

人当た り教育費
一・

人当た り GNP
GNP 　

・
入当た り教育費の割合

政治的 多様性

言論の 自由

ソ ビ エ トか らの 経済援助

独 立年

現行憲法制定年
ア メ リ カ か ら の 経済援助

因　　
一1
’一
　　 寄　　 与

王 ［1 皿 聾

0．0970
．275

−0．087
−0．1350
．203

−0．048

O．1350

．295
−o．0370

，3610

．2050
，300

−0。359o

　ggiO
　621

−0　 47i

0．0950

．ユ50
一 ．009
−0．354
−0．299
−0．5180
．1420

．063
−O．0280
．146

羅 驪
0．110　　 0．114

一〇．060
−0．194
−0，3200

。078
一
 ．480
−0．351
−0．363
−0，2270
．113

−0．2050

．0010

．120

陋
3．854　　　2．367　　　2．130　　　1．506

0．7920
厂8510
．6171

0．7590

．8360
。896i

O．618 「
0．873　1

0・832 「
O・　370　 1，
0．8880

．7500

．7779
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The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

カ リキ ュ ラ ム の 時間配分に 関す る比較制度分析

  単回 帰分析で は ， 複線型 ダ ミー
は ， 外国語 の割合に 5 ％ 水準 （t値 2．　213）で プ

　ラ ス の 有意な影響力を示 す 。 すなわ ち ， 同 じ普通科で も複線型 の方が外 国語の 授業

　時間数の 割合が大 きい 。 しか し ， 表 6 で見 る よ うに ， 他の 変数を統制す る と外国語

　に 対す る複線型 ダ ミーの影響を曖昧に す る 。

  人 口 を従属変数 とした マ イ ヤ
ー

らの研究で は ， 国家の構造特性は 戦後の教育拡大

　に つ い て説明力の 弱い こ とが実証 され て い る 。
Meyer ，　J．＆ Hannan ，　M ．　op ．　 cit．，

　 pp．37− 55．

¢O） マ イ ヤ ーは ， 正当化効果 の 観点か ら知識を エ リー トの た め の 知識 と大衆化 され た

　知識に 二 分 し ， 大衆教育を市民 として 必要な文化の 前提を創 る もの と位 置づ け る 。

　 Meyer
， 工，

“ The 　Effects　of 　 Education　 as　an 　Institution”

，
　 American 　 Journal　of

　Sociology
， 83 （1977），

　p．69．

  　 もちろ ん ， マ イ ヤ ー らに こ うした 虚構性解消に 関す る戦略が ない わ けで は な い 。

　マ イ ヤ ー らは ， 日 々 の 教授活動 と教育制度 との 生み 出す矛盾解消の 戦略 と して ， 両

　者の 意図的な脱連結 （decoupling）と専門職 に よ る信頼の 論理 （logic　of 　confidence ）

　を唱えて い る 。
Meyer

，
　J．＆ Rowan ，　B ．

，

“lnstitutionalized　Organizations： Formal

　Structure　as 　Myth 　and 　Ceremony”

，
　American 　Journal　of 　Sociology

，
83（1977），

　pp．355− 356．拙稿 「教育組織存立 の 分析視角一合理 的神話論を手 がか りとして 」

　 r広島大学教育学部紀要』第
一

部，第33号 ， 1985年参照 。
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